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　　　　　　　第6図　実験システム
　　　　　Fig．6　Experimental　system
ここでは，N番ノードの膜電位をVm（N）と表す．第5
図（a）より，4番ノードへの刺激で興奮が発生し，そ
の興奮が両側のノードへ伝導していることがわかる．
伝導速度は約100m／secであり，生理学的知見とほぼ
同じ値11）を示した．第5図（b）は，刺激強度350μA，
Tr－80　msecの準台形波刺激で10番ノードを十分に
不活性化した後に，第5図（a）と同様に閾上の方形波
刺激を4番ノードに与えた時の各ノードのVm（N）を
示している．この時，10番ノードへの準台形波刺激で
は，ノードの不活性化のため興奮は発生しなかった．
第5図（b）より，4番ノードへの刺激で発生した興奮
の伝導は，準台形波刺激で十分に不活性化された10番
ノードによってブロックされたことがわかる．10番ノ
ードの不活性化に用いた準台形波は，刺激強度が350
μAで，ステップ刺激での刺激閾値124μAの2～3倍
程度の大きさであった．なお，過度の過分極を用いる
方法で，神経興奮の伝導をブロックする場合に必要な
刺激強度を文献6）より引用すると，刺激閾値の10倍以
上であり，準台形波刺激において必要な刺激強度に比
べて，かなり大きい値であった．
　以上，比較的小さな刺激強度をもつ準台形波刺激で
神経興奮の伝導を局所的にブロックすることをシミュ
レーションによって示した．
4．カフ電極を用いた動物実験
　4・1方法
　3頭のウサギを用いて急性動物実験を行い，準台形
波刺激の効果を検討した．実験では，まず，ウサギを
適量のペント・バルビタール・ナトリウムを用いて麻
酔し，筋を切断しないようにして左下肢の脛骨神経を
外科的に露出した．実験中，麻酔薬は必要に応じて追
加した．次に，坐骨神経から分岐した直後の脛骨神経
に刺激用のカフ電極を装着し，腓腹筋に測定用の経皮
電極を挿入した．刺激用カブ電極は，文献1°）を参考に
して製作した全長約10mm，電極間隔約8mm，内径
約2mmのバイポーラの螺旋状カブ電極（巻数約2回）
であり，実験前に電気刺激が良好に行えることを確認
した．
　実験システムを第6図に示す．それぞれの実験では，
アイソレーションした周波数10Hzの電気刺激を，カ
ブ電極を通してウサギの脛骨神経に対して行った．そ
して，電極間隔約1mmのバイポーラ経皮電極12）（ステ
ンレススチール製多重撚線電極：SUS　316　L，25μm
×19本）を用いて，誘発された左下肢の腓腹筋の筋活
動電位（EMG）を測定した．この時，左下肢は無拘束
状態であった．刺激波形と増幅したEMGは，データレ
コーダ（RCD－928：ミネベア製）で同時に記録し，帯
域通過フィルタ（0．1～5kHz）を介した後，サンプリ
ング周波数40kHzでA／D変換した．
　4・2結果
　刺激の立ち上がり時間（Tr）を固定して，刺激強度
を準静的に上昇した時の，Trに対する刺激閾値の一例
を第7図に示す．ここでは，Trはシミュレーションの
場合と同様，刺激強度の10～90％の上昇に要する時間
とし，10Hzの刺激に対応したEMGが測定された時
の最少の刺激強度を刺激閾値と定義した．また，刺激
12一
安井　正ほか：準台形波刺激による神経伝導ブロック法 （95）
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第7図　刺激の立ち上がり時間（Tr）に対する刺激閾値の
　　　実験結果
Fig．7　Stimulus　threshold　versus　rise　time（Tr）in　an
　　　animal　experiment
閾値より大きな刺激強度では，刺激に対応した筋の単
収縮が視覚的・触覚的に確認された．
　第7図より，Trが大きくなるに従って，すなわち刺
激の立ち上がりが緩やかになるに従って，刺激閾値が
上昇することがわかった．今回用いた実験システムで
は，筋活動はそれを支配している神経の活動を反映し
ていると考えられるため，筋活動の閾値は神経活動の
閾値に直接的に関連していると思われる．従って，こ
の実験結果はシミュレーション結果の傾向（第4図）
と一致し，神経の興奮性膜の不活性化によって生じた
ものと考えられる．
5．考 察
　本論文で提案した方法のように，神経興奮の伝導ブ
ロックを行うために神経の興奮性膜の不活性化を用い
た例はこれまでに報告がなく，純粋に生理学的意味に
おいても興味深いと思われる．
　次に，神経興奮の伝導ブロックが期待される準台形
波形の特徴として，ブロック効果が局所的であること
が挙げられる．従って，別系統の電気刺激と併用して
使用できるという利点を有すると考えられる．また本
方法によりブロック効果を得るため必要な刺激強度は
刺激閾値に対して2～3倍程度である．過度の過分極を
用いた従来の方法6・7）では，刺激強度は閾値の10倍以
上必要であったという事実と対比して考えると，本方
法による刺激強度は比較的小さく，臨床的に応用でき
る可能性がある．また，興奮ブロックが興奮性膜の不
活性化に起因するという原理上，神経東上に装着する
特殊な構造の電極が必ずしも必要ではなく，筋内神経
を刺激するといわれている経皮電極を用いても同様の
刺激効果を得ることができると思われる．しかし，準
台形波形は刺激パルス幅が大きいという欠点をもつ．
刺激パルス幅が大きくなると，電気刺激によって生体
に注入される電荷量が大きくなるため，生体組織の変
性などの問題が生じる可能性があり，第1図の波形の
ままでは臨床応用での障害となりうる．そのため，刺
激波形を改良して，電気刺激による電荷量を少なくす
る，または，バイフェーズなどにより平均電荷量を零
とする工夫が必要であろう．
　ところで生体への電気刺激では，通常の筋活動様式
（size　principle）とは逆に，筋疲労しやすい大きな神経
筋系から興奮が生じることが知られている13）．そのた
めFESでは筋疲労が生じやすく，筋疲労の軽減は長時
間の動作再建における課題の一つとなっている．本報
告の方法を用いると，興奮発生の場合と同様に興奮伝
導のブロックも大きな神経筋系から生じると思われ
る．従って，本研究の方式により，生体の自然な筋活
動様式と同様に筋疲労しにくい小さな神経筋系から活
動させることができ，その結果，筋疲労を軽減できる
と考えられる．さらに，小さな神経筋系は小さな張力
を発生する傾向があるため，安定した小さな張力が必
要な場合に，この方法は有効であると考えられる．す
なわち，興奮伝導を電気的にブロックする本方法は，
脊髄などを介した不要な興奮の除去とともに，電気刺
激によって生じる筋疲労の軽減や張力の制御に対して
有効であると思われる．
6．結 論
　本報告では，緩やかな立ち上がりをもつ準台形波刺
激で神経興奮の伝導を電気的にブロックする方法を提
案した．この方法は，神経の興奮性膜の不活性化に起
因するため，比較的小さな刺激強度をもつ刺激で，刺
激部位以外に刺激の影響が及ばない，すなわち，局所
的なブロック効果が期待できる．
　F－Hモデルを用いたシミュレーションでは，適切な
ノードにあらかじめ与える準台形波刺激で神経興奮の
伝導をブロックできることを示した．興奮性膜モデル
のパラメータ解析により，この興奮伝導のブロックは
興奮性膜の不活性化が原因であることがわかった．ま
た，カブ電極を用いた動物実験では，準台形波刺激の
立ち上がりを緩やかにすることによって刺激閾値が上
昇することを確認した．この実験結果はシミュレーシ
ョン結果の傾向と一致し，興奮性膜の不活性化による
ものと考えられる．しかし，準台形波刺激で神経興奮
の伝導がブロックされたことは直接的には確認されて
いない．実験手技を向上させることにより，神経興奮
の伝導ブロック（例えば，第5図と同様の結果）を確
認することは今後の課題である．
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Basic　Study　on　Blocking　Nerve　Conduction　with　Slowly－Rising　Pulse　Stimulation＊
Tadashi　YAsul，＊＊Hajime　MuRAKAMI，＊＊Nozomu　HosHIMIYA，＊＊Yasunobu　HANDA＊＊＊
　　　Functional　electrical　stimulation（FES）has　been　proposed　as　a　technique　that　could　reconstruct　the　paralized
functional　mobility　of　the　patients　who　injured　their　spinal　cord　and　so　on．　A　new　method　with　which　nerve　conduction
could　be　blocked　electrically　was　studied　in　this　report　in　order　to　suppress　an　undesirable　excitation　caused　by　the
spinal　reflex　in　applying　FES　clinically．　The　method　for　blocking　nerve　conduction　electrically　seems　to　be　useful　in
applying　FES　to　the　patients　widely．　Some　methods　for　it　have　been　already　proposed，　neither　of　which，　however，　has
been　applied　clinically．　Slowly－rising　pulse　stimulation　was　proposed　in　this　report　as　a　new　method　for　it．　The　proposed
stimulatibn　might　be　used　clinically　because　nerve　conduction　was　expected　to　be　blocked　locally　with　a　relevant
electrical　stimulus　intensity．　First　of　a11，　we　tried　to　confirm　the　ability　to　block　nerve　conduction　in　Frankenhaeuser－
Huxley　model　simulation．　Next，　acute　animal　experiments　with　3　rabbits　were　performed　in　order　to　evaluate　the　effect
of　the　stimulation　practically．　It　was　found　in　simulation　that　nerve　conduction　could　be　blocked　locally　with　the
slowly－rising　pulse　stimulation　which　had　the　relevant　stimulus　intensity．　On　the　other　hand，　it　was　indicated　in　the
animal　experiments　that　the　greater　the　rise　time　of　the　stimulus　pulse　was，　the　higher　the　stirnulus　threshold　was．　The
tibial　nerve　was　stimulated　by　a　cuff　electrode　while　the　EMG　signals　were　recorded　from　the　medial　gastrocnemius
innervated　by　the　nerve　in　each　of　the　animal　experiments．　From　analyzing　the　parameters　used　in　the　simulation，　these
results　seem　to　be　caused　by　the　inactivated　membrane　of　nerve　fibers．　The　probability　that　nerve　conduction　could　be
blocked　with　the　slowly－rising　pulse　stimulation　was　confirmed　with　the　results　of　the　simulation　and　the　acute　animal
experiments　is　this　report．
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